
持続可能な地域づくりフォー
ラムを開催しました
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中学生が意見交換を行いました

　7月11日、「持続可能な地域づくり
フォーラム－大崎市流地域自治組織のこ
れからをえがく－」を開催しました。
　このフォーラムは、人口減少や高齢化
が進む中、持続可能な地域づくりの実現
に向けて、地域自治組織の在り方や今後
の方向性を共有することを目的としてい
ます。
　当日は、市内7地域のまちづくり協議
会が、組織再編や新たな担い手の確保、地
域課題の解決に向けた取り組みなどを報
告しました。また、本市の政策アドバイ
ザーの櫻

さくら

井
い

常
つね

矢
や

 氏（高崎経済大学地域
政策学部地域づくり学科教授）による講
話も行われ、参加者は地域の特色を生か
した「大崎市流」の地域づくりへの理解を
深めました。
　市では、今後も地域自治組織との連携
を深め、持続可能な地域づくりを進めて
いきます。

　7月11日、イベント型遊び場事業のキックオフイベント
「PLAY & CAFE in Osaki@パタ崎さん家」を開催しました。
　初回となる今回は、「子どもに遊び場を、保護者にゆったり
時間を。」をコンセプトに、大型柔らかすべり台やボールプー
ルなどの子どもたちが楽しめる屋内遊び場と、親子でゆった
りくつろげるカフェスペースを設置しました。
　当日は、来場者が500人を超え、屋内遊び場では子どもたち
の歓声が上がる一方、カフェスペースでは親子でゆったりと
した時間を楽しむ姿が見られました。
　市では、今後も子どもの遊び場づくり・居場所づくりを各地
域で展開していきます。

　7月28日、「第32回おおさき中学校生徒会夏サミット」を
開催しました。
　当日は、市内11校39人が一堂に会し、「自慢できる大崎市
へ～地域の魅力をつなぎ、発信しよう～」をテーマに、意見交
換を行いました。
　6つの班に分かれ、各学校が抱える「あいさつ運動の活性
化」や「地域とのつながり方・魅力発信」などの課題に対して、
アイデアを付箋に書き出しながら活発に話し合いました。解
決策として、「地域の行事に積極的に参加し、SNSで発信する」
「小学生や地域を巻き込んだあいさつ運動を行う」などが挙が
り、自慢できる大崎市をつくるための有意義な時間を過ごし
ました。
　参加した生徒
は、話し合いで得
た学びを今後の
学校生活や生徒
会活動に生かし、
次の世代へつな
いでいく思いを
新たにしていま
した。

　

市
で
は
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間
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す
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皆
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。
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次
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を
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記
し
て
く
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さ
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。
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❷
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❸
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。
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５
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件
名
を「
第
３
次
大
崎
市
空
家
等
対
策

計
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中
間
案
）へ
の
意
見
」と
し
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境
保

全
課（kankyo@

city.osaki.m
iyagi.jp
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二
次
元
コ
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取
り
、意
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※
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開
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期
間
は
、意
見

の
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「
大
崎
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
２
６
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加
飲
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店
募
集

11
月
１
日
㈰
〜
12
月
28
日
㈪
に
開
催
す

る「
大
崎
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
２
６
」の
参

加
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
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９
月
１
日
㈫
〜
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日
㈮　

17
時
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で

■
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フ
ェ
ア
期
間
中
、大
崎
耕
土
で
作
ら
れ

た『
さ
さ
結
』や「
大
崎
ジ
ビ
エ
」、「
上
伊
場

野
里
芋
」、「
岩
出
山
凍
り
豆
腐
」の
い
ず
れ

か
を
使
用
し
た
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー（
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
含
む
）を
提
供

で
き
る
市
内
の
飲
食
店（『
さ
さ
結
』は
市

外
の
飲
食
店
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可
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■
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農
政
企
画
課（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
北

側
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総
合
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所
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域
振
興
課
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配
布
し
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い
る
参
加
申
込
書
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記
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参
し
て
申
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込
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お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
に
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用
す
る
食

材
や
の
ぼ
り
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加
飲
食
店
マ
ッ
プ
な
ど

の
提
供
、フ
ェ
ア
期
間
中
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
開
催
や
割
引
販
売
な
ど
、参
加
飲

食
店
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

第
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回『
さ
さ
王
』決
定
戦
出
品
者
募
集

　
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」と『
さ
さ
結
』の
お
い
し

さ
を
競
う
第
10
回
全
国
サ
サ
ニ
シ
キ
系

『
さ
さ
王
』決
定
戦
２
０
２
６
へ
の
出
品
者

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

９
月
24
日
㈭
〜
10
月
30
日
㈮　

17
時
ま

で■
対
象

　

米
作
り
に
取
り
組
む
、日
本
国
内
の
農

業
者
お
よ
び
団
体

■
銘
柄
米

　

令
和
８
年
産「
サ
サ
ニ
シ
キ
」ま
た
は

『
さ
さ
結
』（
認
証
済
み
の
も
の
）の
い
ず
れ

か
単
一
銘
柄
で
、ブ
レ
ン
ド
し
て
い
な
い

も
の

■
出
品
数

　

一
人（
一
団
体
）当
た
り
各
銘
柄
１
点
ま

で■
提
出
物

　

参
加
申
込
書
、栽
培
履
歴
書
、玄
米
３
キ

ロ
グ
ラ
ム（
出
品
銘
柄
別
に
丈
夫
な
袋
に

入
れ
、表
面
に
氏
名
と
銘
柄
を
記
載
）

■
申
込

　

提
出
物
を
農
政
企
画
課
へ
持
参
し
て
申

し
込
み（
市
外
の
出
品
者
は
郵
送
な
ど
可
）

「
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第
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さ
王
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定
戦
出
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者
募
集

問
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画
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▲ 人口減少と地域づくりをテーマに講話を
行った櫻井 常矢 氏

▲たくさんのボールに囲まれ、こぼれる笑顔

▲各学校の課題や解決策について話し合う
　生徒たち
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